









例 会 発 表 要 旨2003.7.26 『デザイン理論』43/2003
ヴ ァ ジ ュ ラ(Vajra/金剛 杵)の 形 態 に つ い て の考 察































する儀礼や祈 りを捧げたことを知 る。 ヒッタ
イ ト,バビロニア,ア ッシリアの雷神は,轟






































「金偏」と 「古(い にしえ)」から成ってお り,






































である。 日本の鬼 目,連弁,獅 噛みはないが,
鈷の根元を束ねる紐や数珠の装飾がある。チ
ベ ットのものは柄に球 と蓮弁があり,鈷は植
物やマカラ魚の口から吐出される渦の形のも
の もある。インドネシアの仏教遺跡か ら10～
16Cの〈開鈷式〉と9Cの 〈閉鈷式〉のもの
が出土 した。中央の球に鬼 目があり,〈開鈷
式〉の根元は赤蓮華の形を,〈閉鈷式〉は青
蓮華の形をしている。鈷の根元には獣面が刻
まれている。このように時代と地域により様々
な様式の差異がみられると同時に,共通 して
みられるのは鈷が天地両方についていること
である。
チベット,ラサにあるポタラ宮殿の秘密集
会立体マンダラの基壇部分には,ク ロスヴァ
ジュラ(羯磨金剛杵)が 配されている。これ
は地下世界からの魔力を排除 し,聖なる楼閣
が顕われる場を結界する役割をしている。 こ
の考え方は絵画のマンダラにもあり,四門上
のマカラアーチは,真上から見たクロスヴァ
ジュラの鈷である。 日本の胎蔵界曼荼羅の中
台八葉院には蓮弁の間に金剛杵の鈷が見える。
仏が顕現する聖なる場の下に巨大なヴァジュ
ラが観想され,魔 的な力を浄めるという考え
がこの図像の中に反映されているのである。
ヴァジュラが実用の武器であるかどうかは
さておき,両方に鈷の切先がついた形状は,
宗教学者M.エリアーデの 「古代人の宇宙観」
を想起させる。古代人の心性に三界をつらぬ
く宇宙の中心軸があることを,そ の宇宙軸は
様々なところに現れることを柱立ての儀礼,
生命の樹のシンボ リズム,仏塔の心柱などに
見出した。私は稲妻を象 り,切先を天と地の
両方に伸ばしたヴァジュラの形態にも宇宙軸
が見出せると考える。
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